
 

  
 

 

   

大江中だより １１号 

松阪市立大江中学校 令和６年１１月２０日 
「南小・大江中学校 学習発表会」 

１１月２日（土）南小学校体育館にて「南小・大江 

中学校学習発表会」を開催しました。大江プロジェク 

トで、5 月から取り組んできた経過や成果をまとめ、 

スライドを使って発表しました。どの班も、テーマに 

沿った探究を行い、工夫したプレゼンテーションにな 

っており、みなさんの成長を感じる発表でした。 

 テーマについて学ぶ中で「問い」をもとに「仮説」を立て「検証」し結果から「分 

析・考察」し、新たな「問い」が次の探究につながっている学習の成果が、発表の内  

容に反映されていました。フロアの児童生徒から、発表に対する質問や意見が積極的  

に出され、さらに気づきを得ることができました。校区小 

中一貫モデルの９年間の学びの大きな可能性を、この学習 

発表会で感じることができました。南プロジェクトや大江 

プロジェクトの学習を通して得た「探究する力」は、これ 

からの学校生活や社会で活躍する皆さんの大きな生きる力 

となるはずです。 

また、司会の北垣戸さん、秋田さん、鈴木さん、渡邊さんの４人は、とても聞きと

りやすい声で「伝えよう」とする姿勢が素晴らしく、落ち着いた進行ができました。

昼休みなど限られた時間に練習した成果が、十分に発揮されていました。 

お忙しい中ご参観いただきました保護者の皆さま、これまで子どもたちの学びを支

えてくださった地域の皆さま、ゲストティーチャーの皆さまに感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

チーム SBC    大江スマイルヒーローズ THE SDGｓ SHOW    フェスリーダーズ 

 

 

 

 

 

ONA          OMMT    アラメア Second season 

 

 

 

 

 

 

 発表会当日は、生徒会福祉図書委員会と南小児童会による「赤い羽根共同募金」

の呼びかけを実施しました。小中で７，４０４円の善意が集まりました。ご協力

いただきました保護者の皆さま、地域の皆さま、本当にありがとうございました。 

 



 

 

 

 

第２回および第３回小中交流会 

１０月２５日（金）第２回小中交流会では、小学６年 

生と共に、大江プロジェクトのチーム別に分かれて活動  

しました。１１月１４日（木）第３回では、小学６年生 

が中学１・２年生との合同授業により、中学校での教科 

の授業を体験する機会となりました。今回は保健体育科 

の授業体験で、ビーチボールバレーに取り組みました。 

また、部活動体験では、６年生のみなさんに前回より長めの４５分間の活動に参加

してもらいました。体験を通して「仲間と共に取り組む楽しさ」だけでなく「継続す

ることの大切さ」「身体や心を鍛えることの大切さ」も感じてもらえたと思います。 

お忙しい中ご参観いただきました保護者・地域の皆さま、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

松阪市小中全体防災訓練へのご参加ありがとうございました！ 

１０月２６日（土）実施の松阪市小中全体防災訓練では、お忙しいところ、お子さ

まと一緒にタブレットでご参加いただき、誠にありがとうございました。  

今後も防災について話題にしていただきますようよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

１２月行事予定 
    ３日（火） 校区人権フォーラム 45 分授業 

    ４日（水） 部活動なし 

    ５日（木） ３年実力テスト 

   １１日（水） 登校指導 １年福祉体験 

   １２日（木） ３年進路懇談会（全員） 

   １３日（金） ３年進路懇談会（全員） 飯南中との合同授業（１年） 

１８日（水） ３年保育実習 部活動なし 

２０日（金） 給食最終日 

２３日（月） 大掃除 全校集会 ３限給食なし 夕活 11:55 終了 部活動なし 

２４日（火） 冬季休業開始 

１２月２７日（金）～１月５日（日）学校施設を閉じる日 

１月 ８日（水） 授業開始 給食開始 部活動なし 

１２月下校時刻 
部活終了  １６：１５ 

完全下校  １６：３０ 

 
  

ソフトテニス部 

バレーボール部 

文化部 

保健体育科授業体験 

生徒の「振り返り」より 

・普段は防災のことを家族で話し合う機会がなく、荷物や連絡先の確認ができていなかった

が、これを機に普段から話し合いをしておこうと思った。 

・動画をみて、避難場所での生活がいつまで続くかわからないから、食料や飲み物を準備して

おくことはとても大事だと思った。 

・「助け合い」という行動が、家族だけでなく地域や友達でも自然にできるように意識したい。 

 

 

 



 


